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「
郷
土
文
学
」
作
家
と
し
て
の
魯
迅
と
徐
玉
諾

秋

吉

牧

所
謂

五
四
時
期
、

一
九

一
〇
年
代
後
半
か
ら

一
九
二
○
年
代
に
か
け
て
、
白
話
文
の
提
唱
を
契
機
と
し
た
新
文
学
運

動
が
巻
き
起
こ
っ

た
。
言
文

一
致
の
理
念
は
そ
も
そ
も

一
般
大
衆

へ
開
か
れ
た
文
学

で
あ
り
、
そ
こ
に
中
国
の
民
間

(農
村
)
を
描
い
た
文
学
、

つ
ま
り

「郷
土
文
学
」

の
萌
芽
を
み
た
(-
)こ
と
は
当
然

の
成
り
行
き
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
文
壇

に
新
境
地
を
開
い
た

こ
の
新
し
い
作

風
に
つ
い
て
、
文
学
史
の
上
で
は
次
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
て
い
る
。

「郷
土
文
学
」

農
村
生
活
を
題
材
と
し
、
か
な
り
濃
厚
な
郷
土
の
息
吹
き
と
地
方
色
を
有
し
た

一
部
の
小

説
創
作
を
指
す
。

魯

迅
の
小
説

「
孔
乙
己
」

「
風
波
」

「
故
郷
」

「
阿
Q
正
伝
」
等
が
、
そ
の
最
も
早

い
代
表
作
で
あ
る
。
…

(中

略
)
…
魯
迅
の

導
き
と
影
響

の
下
、

二
十
年
代
中
期
に
文
学
研
究
会

の
青
年
作
家
を
中
心
と
し
た
郷
土
文
学
作
家
群
が
出
現
し
、

そ
の
中
に
は
…

葉
紹
鉤
、
…
許
欽
文
、
徐
玉
諾
、
…
台
静
農
、
…
等
が
含
ま
れ
る
。

(『
中
国
大
百
科
全
書

・
中
国
文
学
2
』

一
九
八
六
年
、
中
国
大
百
科
全
書
出
版
社
刊

一
○
七
七
頁
)

小
論

で
取
り
上
げ
よ
う
と
す
る
徐
玉
諾
は
、
現
在
の
文
学
史
に
お
い
て
あ
ま
り
重
視
さ
れ

て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
種

々
の
文
学
史

を
め
く

っ
て
も
、
引
用
文
に
見
え
る
如
く
郷
土
文
学
作
家

の

一
人
と
し
て
触
れ
ら
れ
る
程
度

で
あ
る
。
だ
が

一
九
二
○
年
代
前
半
当
時

に
あ

つ
て
、
彼
は
文
学
研
究
会
会
員

の

一
人
と
し
て
小
説
、
詩

の
両
面
に
亘

つ
て
か
な
り
の
脚
光
を
浴
び
た
作
家

で
あ

っ
た
(2
)。
ま

ず
郷
土
文
学
と
称
さ
れ
る
彼
の
小
説
に
つ
い
て
、
そ
の
発
表
状
況
か
ら
そ
の
足
跡
を
辿

っ
て
み
た
い

(
附
表
参
照
)。

一
九

二

一
年
か

ら
二
二
年
に
か
け
て
、
当
時
の
新
文
学
運
動
を
支
え
た

『
農
報
副
刊
』
に
十
二
篇
の
小
説
を
た
て
続
け
に
発
表
。
そ
し

て

一
九
二
一二
年

「郷
土
文
学
」
作
家
と
し
て
の
魯
迅
と
徐
玉
諾

(秋
吉
)
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中
国
文
学
論
集

箏

干
号

 

附
表

徐
玉
諾
と
魯
迅
の
小
説
発
表

一九二○年以前葬弍一九 年專坑二四年以降

徐

玉

諾

1
月

「
良
心
」

(
『
農
報
副
刊
』

)

2

「
一
個
可
伯
的
夢
」

(
『農
報

副
刊
』
)

6

「
小
上
車
」

(
『
農
報
副
刊
』

)

8

短
劇

「
末

日
」

(
『
農
報

副
刊
』

)

8

「
鍋
腰
老
公
」

(
『
農
報

副
刊
』

)

8

「
因
為
山
羊
的

一
段
故
事
」

(
『
農
報
副
刊
』

)

8

「
賂
駝
家
」

(
『
農
報
副
刊
』

)

9

「
一
個
不
重
要
的
伴
侶
」

(
『
小
説
月
報
』
)

10

「
行
路
」

(
『
農
報
副
刊
』

)

11

短
劇

「
微
笑
」

(
『農
報

副
刊
』

)

Ⅱ

「
農
夫
賞
林
的

死
」

(
『農
報

副
刊
』
)

11

「
晋
家
嬉
婦
和
任
花
婆
」

(
『
農
報
副
刊
』
)

7

「
喜
事
」

(
『農
報

副
刊
』

)

6512987

「
在
揺
藍
裏

(其

一
)
」

(
『
小
説
月
報
』

)

「
一
隻
破
鮭
」

(
『
小
説
月
報
』
)

「
灰
色
人
」

(
『小

説
月
報
』
)

「
在
揺
藍
裏

(其

十
)」

(
『小

説
月
報

』
)

「
到
何
処
去
」

(
『
小
説
月
報
』
)

「
認
清
我
椚
的
敵

人
」

(
『
小
説
月
報
』

〉

「
祖
父
的
故
事
」

(
『
小
説
月
報
』
)

セ

・
1

「
往

事

一
閃

」

(
『
小
説

月
報
』

)

以
後
、
共
和
国
成
立
ま
で
に
発
表
さ
れ
た
作
品
は
数
篇
を
数
え
る

の
み
。

魯

迅

「
狂
人

日
記
」

(
『新
青
年
』

)

「
孔
乙
己
」

(
『新
青
年
』

)

「
薬
」

(
『
新
青
年
』

)

「明
天
」

(
『新
潮
』

)

=

件
小
事
」

(
『
農
報
』

)

「風
波
」

(
『新
青

年
』

)

「頭
髪
的
故
事
」

(
『
時
事
新
報

・
学
灯
』

)

5

「
故
郷
」

(
『新
青
年
』

)

12

(

2

～

2

0
2

)

「
阿

Q

正

伝

」

(
『
農

報

副

刊

』

)

「白
光
」

(
『東

方
雑
誌
』
)

「端
午
節
」

(
『
小
説
月
報
』
)

「兎
和
猫
」

(
『
農
報
副
刊
』
)

「鴨
的
喜
劇
」

(
『
婦
女
雑
誌
』
)

「社
戯
」

(
『
小
説
月
報
』
)

(8
月
第

一
小
説
集

『哨
墜

出
版
)

セ

・
3

「祝
福
」

(
『東
方
雑
誌
』
〉

「幸
福
的
家
庭
」

(
『
婦
女
雑
誌
』
)

以
後
、
%
年
に
か
け
て
第
二
小
説
集

『彷
復
』

に
収
め
る
諸
篇
を

執
筆
。

二

人

の

接

触

○
功
年
末
～
加
年
初
め

魯
迅
が
徐
玉
諾
に
小
説
集
刊
行
を
熱

心
に
勧
め
る

○
セ
年
4
月
北
京
に
て
対
面
、
魯
迅

が
徐
玉
諾
を

エ
ロ
シ
ェ
ン
コ
帰
国
に

随
行
さ
せ
る
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か
ら
二
四
年
に
か
け
て
は
、
文
学
研
究
会
主
要
機
関
誌

『
小
説
月
報
』
に
九
篇

の
作
品
を
集
中
的
に
掲
載
し
て
い
る
。
特
に

『
小
説
月

報
』
に
お
け
る
彼
の
存
在
は
顕
著
で
、

「
一
個
不
重
要
的
伴
侶
」

(十
二
巻
九
号
)、

「
一
隻
破
鮭
」

(十
四
巻
六
号

)、

「到
何
処
去
」

(十
四
巻
八
号
)
は

い
ず
れ
も
巻
頭
を
飾

つ
て
お
り
、
ま
た
雑
誌
の
末
尾
に
附
さ
れ
た

『
最
後

一
頁
』

で
も
次
号
の
予
告
と
し
て
た
び

た
び
徐

玉
諾
の
作
品
を
紹
介
し
て
い
る
。
読
者

の
反
響
も
活
発
で
、

『読
後
感
』
欄
に
は
合
計
九
篇

の
論
評
が
掲
載
さ
れ
る
。
彼
の
小

説
の
内
容
に
至

っ
て
は
、

『
農
報
副
刊
』
と

『
小
説
月
報
』

に
掲
載
さ
れ
た
二
十

一
篇
中
、
十
八
篇
が
当
時
の
悲
惨
な
農
村

の
情
景
を

題
材
と

し
た
も
の
で
あ

っ
た
。

一
九

二
○
年
代
初
頭
に
出
版
さ
れ
た
各
種
刊
行
物
に
あ
た

っ
て
も
、

こ
れ
ほ
ど

一
貫
し
て
農
村
文
学
に
取
り
組
ん
だ
作
家
は
あ
ま
り

見
ら
れ
な
い
。
徐
玉
諾
は
魯
迅
と
並
ん
で

「郷
土
文
学
」

の
開
拓
者
と
し
て
の
役
割
を
担

っ
た
作
家
で
あ
り
、

『
小
説
月
報
』
を
中
心

と
し
た
彼
に
対
す
る
高
い
評
価
も
そ
こ
に
照
準
を
合
せ
た
も
の
で
あ

つ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
見

た
時
、
現
在
の
文

学
史
に
お
け
る
徐
玉
諾
評
価
は
彼

の
実
体
を
伝
え
て
い
る
と
は
言
い
難

い
。

「
二
十
年
代
中
期
に
出
現
し
た
」
後
進
の
郷
土
文
学
作
家
、

許
欽
文
や
台
静
農
ら
と

一
括
す
る
の
は
当
を
得
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
文
学
史

の
上
で
徐
玉
諾
が
あ
ま
り
評
価
さ
れ

な
い
こ
と
に
つ
い

て
は
、
彼
の
作
品
に
頻
出
す
る

「
死
」
や

「鬼

(幽
霊
)」
の
モ
チ
ー
フ
が

「
実
事
求
是
」

の
現
実
主
義
か
ら
乖
離

し
た
も
の
と
の
認

識
か
ら
か
、
保
守
的
で
退
廃
的
思
想
と

い
っ
た
批
判
も
見
受
け
ら
れ
、
特
に
そ
の
傾
向
が
顕
著
な
初
期
の

『
農
報
副
刊
』
上
の
作
品
群

な
ど
は
概
し
て
無
視
さ
れ
る
(3
)。
し
か
し
、
現
在
に
至
る
ま

で
こ
う
し
て
顧
み
ら
れ
る
こ
と

の
な
い
徐
玉
諾

の
作
品
に
、

一
九
二
○

年
代
当
初
か
ら
誰

に
も
先
駆
け
て
注
目
し
て
い
た
人
物
が
い
た
。
そ
れ
が
魯
迅
そ
の
人
で
あ

っ
た
。
以
下
、
小
論
で
は

「
郷
土
文
学
」

を
軸
と
し
て
二
人
を
結
ぶ
接
点
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
。

一69一
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徐
玉
諾
と
魯
迅
の
間
に
は
、
実
は
直
接
的
な
交
流
が
あ

っ
た
。
そ
の
事
実
が
徐
玉
諾
本
人
の
口
か
ら
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
。

当
時
、
私
も
多
く
の
熱
心
な
青
年
た
ち
の
う
ち
の

一
人
に
過
ぎ
な
か

つ
た
が
、
わ
ず
か
に
、
浅
薄
で
拙
い
郷

土
文
芸
で
以
て
小

説
と
詩
を
書
き
、
農
村
の
矛
盾
と
戦
争
で
混
乱
し
た
光
景
を
写
し
出
し
て
い
た
。

一
体
ど
の
よ
う
に
魯
迅
先
生

の
注
意
を
引
き

つ

「郷
土
文
学
」
作
家
と
し
て
の
魯
迅
と
徐
玉
諾

(秋
吉
)



中
国
文
学
論
集

第

二
十
号

け
た
の
か
わ
か
ら
な
い
、
再
三
再
四
孫
伏
園
氏
に
言
い
つ
け
て
手
紙
を
よ
こ
し
、
私
に
、
農
報
副
刊
に
発
表
し
た
二
十
篇
足
ら
ず

の
小
説
を
編
集
し
て
出
版
す
る
よ
う
伝
え
る
と
同
時
に
、
み
ず
か
ら
序
文
を
執
筆
し
た
い
と
言
う

の
だ
。

(
「急
様
学
習
魯
迅
先
生
ー

河
南
省
文
聯
挙
辮
紀
念
魯
迅
逝
世
十
四
周

年
座
談
会
発
言

(摘
要
)」

一
九
五
〇
年
十
月
十
九

日

『
河
南
日
報
』
)

〈附
記

一
〉

一
九

二
○
年
、
魯
迅
先
生
は
、
私
の

「
良
心
」
等

二
十
篇

の
小
説
を
集
め
て
出
版
し
、
長
い
序
文

を
付
し
た
い
と
、

孫
伏
園
を
通
し
て
手
紙
で
持
ち
か
け
ら
れ
た
が
、
私
は
そ
れ
を
娩
曲
に
断

っ
た
。

…

(中
略
)
う

〈
附
記
二
〉

一
九
二
二
年
、
私
は
北
京
に
行
き
、
広
告
を
出
し
て
仕
事
を
探
し
、

「何

で
も
売
り
ま
す
」

の
欄
に
掲
載
し
た
。

後
に
な

っ
て
急
に
、
魯
迅
先
生
が
私
に

エ
ロ
シ

ェ
ン
コ
氏
を
送
る
よ
う
伝
え
ら
れ
た
が
、
ど
う
い
う
お
心
で
あ

つ
た
か
わ
か
ら
な

い
。

一
九
五
四
年
五
月
四
日
回
想
し
て
記
す

(徐
玉
諾
詩

「
始
終
対
不
起
他

ー

懐
念
魯
迅
先
生
」
附
記

一
九
八

一
年
九
月
三
日

『
河

南
日
報
』
所
載

簗
星

「
魯
迅
与
徐
玉
諾

一

紀
念
魯
迅
誕
生

一
百
周
年
」
よ
り
抜
粋
(4
))

二

つ
の
記
事
か
ら
明
ら
か
に
な
る
こ
と
は
、
ま
ず
魯
迅
が
徐
玉
諾
に
、

『
農
報
副
刊
』

に
発
表
し
た
二
十
篇
足
ら
ず
の
小
説
を
纏
め

て
出
版
す
る
よ
う
、
孫
伏
園
を
介
し
て
何
度
も
勧
め
て
い
た
こ
と
。
も
う

一
つ
は
、
魯
迅
が
当
時
、
北
京
大
学

の
世
界
語

(
エ
ス
ペ
ラ

ン
ト
)
教
師
と
し
て
魯
迅
宅
に
滞
在
し
て
い
た

ロ
シ
ア
の
盲
目
詩
人

エ
ロ
シ
ェ
ン
コ
」5
)の
帰
国
に
、
徐
玉
諾
を
随

行
さ
せ
て
い
た
と

い
う
事
実

で
あ
る
。
た
だ

こ
こ
で

一
つ
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
後
者

の
資
料
に
見
え
る
二
つ
の
年
代
が
、
徐

玉
諾
の
記
憶

の
曖

昧
さ

か
ら
実
際
と
は
食

い
違

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
徐
玉
諾

の
述
懐
に
よ
れ
ば
、
魯
迅
が
徐
玉
諾
に
小
説
集
出
版
を
勧
め
た
の
は

一

九
二
〇
年
に
な
る
が
、
附
表
か
ら
も
明
白
な
よ
う
に

一
九
二
0
年
に
は
徐
玉
諾
は
ま
だ

一
篇

の
小
説
も
発
表
し
て
は

い
な
い
。

こ
れ
は

明
ら
か
に
誤
り
で
、
魯
迅
が
小
説
集
に
纏
め
よ
う
と
し
た
徐
玉
諾
の
小
説
が

『
農
報
副
刊
』
掲
載
の
も

の
で
あ

っ
た

こ
と
や
、

二
人
の

接
触

時
期
な
ど
か
ら
考
察
す
れ
ば
、
こ
の

一
九

二
○
年
と
は
実
際
に
は
二

一
年

の
末
か
ら

二
二
年
の
初
め
に
か
け

て
の
時
期
で
な
く
て

一70一



は
な
ら
な
い
」6
)。
次
に
、
魯
迅
と
徐
玉
諾

の
北
京
に
お
け
る
対
面
の
年
も

一
九
二
二
年

で
は
矛
盾
す
る
。
ま
ず
、
徐
玉
諾
は
北
京
に

出

て

「
何
で
も
売
り
ま
す

(原
文

:
出
費
百
物
)」
の
欄
に
広
告
を
出
し
て
仕
事
を
探
し
た
と
言
う
が
、

一
九
二
一二
年

四
月
の

『
農
報
』

「
百
物
出
費
」
欄
が
彼
の
そ
の
言
葉
を
裏
付
け
て
い
る
。

徐

玉
諾
君
は
各
種
学
校

の
文
学
教
授
或
い
は
各
新
聞
の
校
正
及
び
各
種
書
記
員
の
職
を
求
む
。
毎
日
十
か
ら
十

四
時
間
労
働
、
月

俸
わ
ず
か
十

二
元
で
請
け
負
う
。

(「
百
物
出
責
」

一
九

二
一二
年
四
月
三
日

・
四
日

『
農
報
』
)

ま

た
、
同
じ
く

一
九

二
三
年

四
月
の
魯
迅
日
記
に
は

エ
ロ
シ
ェ
ン
コ
帰
国
の
記
事
が
見
え
て
い
る
(7
)。

十
六
日

曇
…

(中
略
)
…
エ
ロ
シ
ェ
ン
コ
君
帰
国
す
。

(「魯
迅
日
記

一
九
二
三
年
四
月
十
六
日
」

『魯
迅
全
集
』
第
十
四
巻

一
九
八

一
年
、
人
民
文
学
出
版
社
刊

四
五

一
頁
)

以
上
の
こ
と
か
ら
、
徐
玉
諾
が
北
京
に
来
て
魯
迅
と
実
際
に
会

っ
た
の
は

一
九
二
一二
年
四
月
と
確
定
さ
れ
る
。

さ

て
、
こ
こ
で
魯
迅
が
徐
玉
諾
に
熱
心
に
小
説
集
刊
行
を
促
し
た
事
実
に
立
ち
戻

っ
て
考
え
て
み
た
い
。
魯
迅
が
後
進

の
作
家
た
ち

を
発
掘

し
、
援
助
を
惜
し
ま
な
か

つ
た
こ
と
は
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
が
、
徐
玉
諾
の
よ
う
な
遠
く
離
れ
た
名
も
な
い
田
舎
の
青
年
に
、

魯
迅

の
方
か
ら

こ
れ
ほ
ど
積
極
的
に
働
き
か
け
た
と
い
う
例
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。

で
は
何
が
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
魯
迅
の
心
を
捉
え

た
の
だ

ろ
う
か
。
冒
頭
で
徐
玉
諾
の
文
壇

で
の
活
動
に
つ
い
て
触
れ
た
が
、
こ
こ
で
改
め
て
彼
の
経
歴
を
逐

っ
て
み
よ
う
(8
)。
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徐

玉
諾
は
魯
迅
に
遅
れ
る
こ
と
十
三
年
、

一
八
九
四
年
に
河
南
省
魯
山
県
の
貧
困
な
農
家
に
生
ま
れ
た
。
幼
い
頃
よ
り
優
秀

で
、
辛

亥
革
命
後
開
封
に
設
立
さ
れ
た
河
南
第

一
師
範
学
校
に
官
費
入
学
。
古
文
に
長
じ
、
桐
城
派
の
後
継
者
と
目
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ

っ
た
が
、

雑
誌

『新
青
年
』
の
影
響
を
受
け
徐

々
に
新
思
想
、
新
文
学
を
志
す
よ
う
に
な
る
。

一
九

一
九
年
の
五
四
運
動
に
際
し
て
は
河
南
で
の

「
学
生
連
合
会
」
理
事
を
務
あ
る
な
ど
、
植
民
地
化
と
軍
閥
抗
争
に
喘
ぐ
社
会
に
対
し
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
が
、
運
動
挫
折
の
後

に
は
他

の
多
く
の
作
家
た
ち
と
同
様
、
彼
も
文
学
の
世
界
に
身
を
投
じ
る
こ
と
に
な
る
。

一
九
二

一
年
に
第

一
作

(
白
話
小
説
)

「
良

心
」

が
郭
紹
虞
の
紹
介
で

『
農
報
副
刊
』

に
掲
載
さ
れ
た
こ
と
を
皮
切
り
に
、
結
成
さ
れ
て
間
も
な

い
文
学
研
究
会

の
作
家
の

一
人
と

「郷
土
文
学
」
作
家
と
し
て
の
魯
迅
と
徐
玉
諾

(秋
吉
)
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し
て
本
格
的
な
創
作
活
動
に
入
り
、
以
後
の
旺
盛
な
執
筆
活
動
に
つ
い
て
は
附
表
に
見
え
る
通
り
で
あ
る
。
作
家
と

し
て
の
彼
の
経
歴

を
辿
る
時
、
特
筆
す
べ
き
は
、
彼
は
他
の
多
数
の
作
家
た
ち
の
よ
う
に
、
認
め
ら
れ
る
と
す
ぐ
に
都
市
に
出
て
中
央

の
文
壇
で
筆
を
執

る
の
で
は
な
く
、
自
分
自
身
河
南

の
農
村
に
居
住
し
た
ま
ま
、

一
貫
し
て
目
前

の
農
村
の
実
状
を
写
し
取

っ
た
こ
と

で
あ
る
。
魯
迅
が

小
説
集

に
編
も
う
と
し
た

『
農
報
副
刊
』
上
の
徐
玉
諾

の
小
説
は
、
そ
の
す
べ
て
が
故
郷
河
南
の
地
で
書
か
れ
、
は

る
ば
る
投
稿
さ
れ

て
来
た

「
郷
土
小
説
」

で
あ

っ
た
。

で
は
、
彼
の
生
ま
れ
育

つ
た
河
南
は
当
時
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

数
百
頃
数
十
頃
の
地
主
は
、
汝
、
魯
、
宝
、
郊

の
各
県
に
い
く
ら
で
も

い
た
。
多
く
の
農
民
は
耕
す
土
地
も

な
く
、
人
々
は
生

き

て
い
く
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。
餓
死
す
る
こ
と
に
甘
ん
じ
な
い
者
は
捨
鉢
に
な

つ
て
土
匪
に
走
り
、
号
令
を
か
け
れ
ば
、
往
々

に
し
て
数
え
切
れ
な
い
人
間
が
寄
り
集
ま

っ
て
来
る
ほ
ど
だ

っ
た
。
封
建
的
統
治
者
た
ち
は
自
分
た
ち
の
搾
取
制
度
を
保
護
す
る

た
め
に
、
民
団
を
組
織
し
て
匪
賊
討
伐
を
図

っ
た
が
、
民
団
は
ま
た
往

々
に
し
て
土
匪
と
結
託
し
た
。
…

(中
略
)
…
こ
う
し
て

軍

隊
と
匪
賊
が
か
わ
る
が
わ
る
相
互
に
転
化
し
、
そ
の
結
果
、
河
南
西
部
に
土
匪
が
遍
く
は
び
こ
り
、
民
は
安

心
し
て
生
活
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
と

い
う
状
況
を
も
た
ら
し
た
。

(「
回
憶
瞠
将
生
活
与
軍
閥
生
活
」
範
龍
章

口
述

『
河
南
文
史
資
料

選
輯
』
第
三
輯

一
九
八
○
年
、
河
南
人
民
出
版
社
刊

七
四
頁
)

文
中

傍
点

(秋
吉
附
)
の
魯
県
が
す
な
わ
ち
徐
玉
諾
の
故
郷
魯
山
県
で
あ
る
。
当
時
の
河
南
は
軍
閥
の
抗
争
、
匪
賊

の
災
害
が
特
に

激
し
く
、
そ
れ
に
加
え
て
重
税
に
脅
か
さ
れ
る
農
民
の
暮
ら
し
は
凄
絶
を
極
め
て
い
た
。
そ
の
様
子
は
ま
た
徐
玉
諾

の
作
品
中
に
も
如

実
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
初
め
に

「
酪
駝
の
嫁
」
と
い
う
短
篇
小
説
を
取
り
上
げ
る
。
こ
の
物
語
は
、
家
族
は
皆
地
主
に
納
め
る
穀
物

を
作
る
た
め
の
道

具
と
し

か
見
倣
さ
な
い
貧
し
く
封
建
的
な
家
の
中

で
、
人
間
ら
し
い
生
活
も
見
出
せ
な
い
ま
ま
、

つ
い
に
み
ず
か
ら

の
命
を
絶

っ
て
し

ま

つ
た

一
人
の
女
性
を
描

い
た
も
の
で
あ
る
。

酪
駝

の
嫁
は
こ
の
時
本
当
に
忘
れ
て
し
ま

つ
て
い
た
、
彼
女
が
今
悲
惨
な
状
況
の
中
で
豆
を
刈
り
取

っ
て
い
る
の
だ
と

い
う
こ

と
を
。
彼
女
は
息
子
の
新
児
と
二
人
ふ
わ
ふ
わ
と
大
海
原
を
漂

つ
て
、
別
の
世
界

の
人
間
に
な

つ
た
よ
う
に
感

じ
て
い
た
。
…

(中
略
)
…
酪
駝
の
嫁
は
、
何
の
決
心
を
生
じ
た
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、

い
き
な
り
新
児
を
抱
い
た
ま
ま
、
我

を
忘
れ
た
よ
う
に
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豆
畑
か
ら
家

へ
と
斜
め
に
か
け
戻

っ
て
行

っ
た
。

こ
の
小
さ
く
低
い
家
屋
は
、
彼
女
の
瞳
に
は
も
う
彼
女
の
死
体
を
収
め
る
だ
け

し
か
な
い
よ
う
に
映

つ
て
い
た
。
…

(中
略
)
…

(彼
女
は
)
突
然
口
か
ら
鮮
血
を
噴
き
出
す
と
、
ド

ッ
と
地
面

に
倒
れ
込
ん
だ
。

新

児
の
頭
も
壁
に
打
ち

つ
け
ら
れ
、

ワ
ァ
ー
ン
の
声
と
共
に
泣
き
出
し
た
。

(「酪
駝
家
」

一
九
二

一
年
八
月
三
十

一
日

『
農
報
副
刊
』
)

次

に
引
用
す
る
の
は
、

「
鍋
腰
爺
さ
ん
」
と
い
う
小
説
の

一
場
面
で
あ
る
。

農
夫
た
ち
は
家
屋
を
焼
き
払

っ
た
火
を
す
べ
て
消
し
止
め
、
ま
た
死
体
を
す
べ
て
埋
葬
す
る
と
、

一
軒
の
ポ

ロ
小
屋
の
前
に
戻

っ

て
来
た
。
そ
の
う
ち
最
も
年
長

で
、
あ
だ
名
を
鍋
腰
爺
さ
ん
と
い
う
者
が
、
村
人
た
ち
を
慰
め
て
こ
う
言
う
の
だ

っ
た

:

「
お
ま

え
た
ち

こ
ん
な
こ
と

で
悲
し
み
に
く
れ
ち

ゃ
な
ら
ね
え
、
お
い
ら
た
ち
ゃ
こ
の
世
界
に
生
き
と
り
ゃ
い
つ
も
こ
う
な
ん
じ

ゃ
、
…

(中
略
)
…
死
と
は
何
じ
ゃ
。
生
き
と
う

つ
ち
ゅ
う
の
は
ど
う
い
う
こ
と
じ
ゃ
ろ
う
。
人
は
こ
の
世
に
あ

つ
て
は
大
海
の
水
と
同

じ
な
ん
じ
ゃ
、
氷
に
変
わ
ろ
う
が
、
蒸
気
に
変
わ
ろ
う
が
、
虎
の
小
便
に
な

っ
た
と
て
や

っ
ぱ
同
じ
物
で
、
少

し
も
損
す
る
こ
た

あ
な
い
ん
じ

ゃ
よ
。
生
き
と

っ
た

っ
て
死
ん
じ
ま
う
よ
り
な
ん
も
い
い
こ
た
あ
ね
え
。

こ
の
ご
時
世
じ
ゃ
人
や

っ
て
く
の
も
容
易

で
は
な
い
か
ら

の
う
。

(「鍋
腰
老
公
」

一
九
二

一
年
八
月
二
十
六
日

『
農
報
副
刊
』
)

匪
賊
に
襲
わ
れ
九
人
の
兄
弟
を
す
べ
て
殺
さ
れ
た
爺
さ
ん
の
言
葉
を
通
し
て
、
死
を
も
超
越
し
た
よ
う
な
農
村

の
現
実
が
語
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
徐
玉
諾
の
小
説
全
体
を
通
し
て
見
た
時
、
そ
こ
に
は
色
濃
く

「
死
」

の
影
が
浮
び
上

っ
て
来
る
。
」

九
二
〇
年
代
前
半

に
書

か
れ
た
彼
の
二
十

一
篇
の
小
説
中
、
十
八
篇
が

「郷
土
」
作
品
で
あ
る
こ
と
は
前

で
述
べ
た
が
、
実
に
そ
の
う
ち
の
十
四
篇
は
悲

惨
な
現
実
の
中

で
死
ん
で
い

っ
た
貧
し
い
農
民
た
ち
を
描
い
た
も
の
で
あ

っ
た
。
生
と
死
の
交
錯
す
る
現
実
世
界

に
対
す
る
徐
玉
諾
の

意
識

は
、
同
時
期
に
書
か
れ
た
彼
の
詩
に
お
い
て
、
よ
り
象
徴
的
に
表
現
さ
れ
る
。
例
え
ば

一
九
二
二
年
執
筆

の

「
人
と
鬼
」
と
題
さ

れ
た
詩
は
、
次
の
文
句
で
始
ま

っ
て
い
る
。

人
生
と
は
鬼

の
行
く
末
、

鬼
と
は
人
生
の
行
く
末
、

「
郷
土
文
学
」
作
家
と
し
て
の
魯
迅
と
徐
玉
諾

(秋
吉
)
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そ
し

て
そ
の
後
半
部
分
で
は

こ
う
語
り
か
け
る
の
で
あ
る
。

死

せ
る
鬼
か
ら
生
け
る
人
ま

で
、

生
け
る
人
か
ら
死
せ
る
鬼
ま

で
、

そ

の
間
は
た

っ
た

一
枚
の
薄
い
膜

で
隔
て
ら
れ
る
だ
け
ー

(「人
与
鬼
(9
)」

徐
玉
諾

『
将
来
之
花
園
』

一
九
二
二
年
八
月
、
商
務
印
書
館
刊

二
七
頁
)

こ
の
よ
う
な
現
実
認
識
は
当
時
の
彼
の
作
品
を
終
始
貫

い
て
流
れ
て
お
り
、
こ
の
た
め
彼
は
文
壇
に
お
い
て
も
そ

の
経
歴
と
と
も
に

か
な
り
異
色
視
さ
れ
て
い
た
傾
向
が
あ
る
。
た
だ
、
か
れ

の
描
い
た

「
死
」

の
世
界
を
つ
ぶ
さ
に
観
察
す
る
に
、
そ
れ
は
想
像

の
中
で

造
り
出
さ
れ
た
怪
談
と
か
幽
霊
物
と

い
っ
た
類

い
の
も
の
で
な
く
、
あ
く
ま
で
も
彼

の
生
き
た
農
村
、
換
言
す
れ
ば
郷
土
そ
の
も
の
を

写
し
取

っ
た
も

の
で
あ

っ
た
。

一
九

二
三
年
か
ら

二
四
年
に
か
け
て

『小
説
月
報
』
誌
上
を
賑
わ
せ
た

一
連
の
小
説
は
、
彼
が
異
郷
に

あ

つ
て
故
郷
河
南
の
回
想
を
書
き
綴

っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
描
き
出
さ
れ
る
現
実
世
界
は
正
し
く

「人
と
鬼

」
の
世
界

で
あ

っ

た
。

「
深
夜
、
兵
隊
か
匪
賊
か
は
わ
か
ら
ん
が
村
は
ず
れ
で
ひ
と
し
き
り
銃
声
が
し
た
、
と
思
う
や
た
ち
ま
ち
火
の
手
が
上
が

っ
た
。

そ

の
夜
は
北
西
か
ら
の
風
が
強
く

一
気
に
燃
え
熾
り
、
火
災
は
闇
夜
に
荒
れ
狂

っ
て
ま
る
で
村
全
体
に
火
が
つ
い
た
よ
う
じ
ゃ
つ

た
。
家

々
の
男
も
女
も
老
い
も
若
き
も
驚
き
慌

て
て
通
り

へ
飛
び
出
し
た
が
、
皆
道
に
倒
れ
て
死
ん
じ
ま

つ
た
。

…

(中
略
)
…

俺

た
ち
死
ん
じ
ゃ
い
ね
え
と
言
う
た
と
て
、
い

っ
た
い
ど
う
や

っ
て
生
き

て
け

っ
ち

ゅ
う
ん
じ
ゃ
!
…
実
際
は
俺

た
ち
み
ん
な
死

ん
じ
ま

っ
た
ん
だ
!
…
俺
が
気
付

い
た
時
に
は
何
営
村
は
み
ん
な
焼
け
ち
ま

っ
て
、
至
る
所
に
死
体
が
転
が

っ
と

っ
た
よ
。
」

(「
到
何
処
去
」

一
九

二
三
年
八
月

『小
説
月
報
』
第
十
四
巻
第
八
号
)
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四

魯
迅
が
徐
玉
諾
の
作
品
に
魅
か
れ
た
意
味
を
探
る
上
で
、
魯
迅
自
身

の
著
作
に
つ
い
て
も

こ
こ
で
些
か
検
討
を
加

え
た
い
。
徐
玉
諾

の
作
品

の
多
く
が

「
死
」
を

モ
チ
:
フ
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
見
て
き
た
が
、
魯
迅
の
小
説
に
も
頻
繁
に

「死
」

が
出
現
す
る
(憩
)。



試
み
に
そ
の
数
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、

『
晒
誠
』
と

『彷
径
』
に
収
め
ら
れ
た
二
十
五
篇

の
小
説
中
、
十

一
篇
に
登
場
人
物
の

「
死
」
が

描
か
れ

て
い
る
。
同
様
に
魯
迅
の
著
作
全
体
を
繕
け
ば
、
彼
も
か
な
り
早

い
時
期
か
ら

「
生
と
死
」
に

つ
い
て
問
題
意
識
を
有
し
て
い

た
形
跡
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、

一
九

一
八
年
に
雑
誌

『
新
青
年
』

に
掲
載
さ
れ
た

「随
感
録
」
に
は
次

の
よ
う
に
書
い
て

い
る
。フ
ラ
ン
ス
の

○
・い
①bd
o
昌
の

『
民
族
進
化
の
心
理
』

の
な
か
に
、
…

「
我
々
の

一
挙

一
動
は
、
自
主
的
で
あ
る
よ
う
で
、
実
は
た

い
て
い
死
者

の
牽
制
を
受
け
て
い
る
。
我
々

一
代
の
人
間
と
、
こ
れ
ま
で
の
数
百
代
に
わ
た
る
死
者
た
ち
と
を
く
ら
べ
た
ら
、
数

の
う
え
で
と
う
て
い
か
な
う
わ
け
が
な
い
」

(
注

。

ル

・
ボ

ン

:

一
八

四

一
ー

一
九

三

一
。

医

者

、

社

会

心

理
学

者

。

「
随

感

録

三

八
」

一
九

一
八

年

十

一
月

『
新

青

年

』

第

五
巻

第

五

号

)

ま
た
、

一
九
一
=

年
か
ら

二
二
年
に
か
け
て

『
農
報
副
刊
』

に
連
載
さ
れ
た
魯
迅
の
代
表
的
な
郷
土
小
説

「
阿
Q
正
伝
」

の
序
に
い

う
次
の
言
葉
も
暗
示
的

で
あ
る
。

結
局
は
阿
Q
の
伝
記
を
書
く
こ
と
に
落
ち
着

い
た
が
、
ど
う
も

(私
の
)
脳
裏

に
幽
霊

(
「鬼
」
)
が
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
の

だ
。
(Ⅱ
)

(「
阿
Q
正
伝

第

一
章

序
」

一
九
二

一
年
十
二
月
四
日

『農
報
副
刊
』
)

魯
迅

の
提
示
す
る

「鬼
」、
す
な
わ
ち
日
本
語

で
言
う
と
こ
ろ
の
鬼
、
幽
霊
と
は

一
体
何
を
意
味
す
る
の
か
、
そ

の
含
蓄
は
深
く

一

概
に
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
当
時

の
魯
迅
の
思
想
に
迫
る

一
つ
の
重
要
な
キ
ー

ワ
ー
ド
で
あ
る
と
考
え
る
。

こ
の
問
題
に
つ

い
て
、

「
阿
Q
正
伝
」
が
実
は
幽
霊

(阿
鬼

)
の
伝
記
を
綴

っ
た
も
の
と
い
う
丸
尾
常
喜
氏

の
指
摘
(E
)は
興
味
深
い
。
ま
た
同
じ
く

小
説
に
端
緒
を
求
め
る
な
ら
ば
、

一
九
二
四
年

に
書
か
れ
た

「祝
福
」

の
中
で
、
祥
林
艘
が
私
に
霊
魂
や
死
後
の
世
界

の
有
無
に
つ
い

て
尋
ね

る
場
面
な
ど
が
思
い
起

こ
さ
れ
る
。

次
に
、

一
九
二
六
年

に
書
か
れ
た

「度
門
通
信
」
よ
り
引
用
し
ょ
う
。

た

ま
に
は
散
歩

に
出
か
け
ま
す
。
共
同
墓
地
に
で
す
。
こ
れ
は
B
o
r
e
lが
度
門
の
こ
と
を
書
い
た
本
の
中
で
と

っ
く
に
言

っ
て
い

る

こ
と
で
す
が
、
中
国
全
土
が

一
大
墓
地
な
の
で
す
。

「郷
土
文
学
」
作
家
と
し
て
の
魯
迅
と
徐
玉
諾

(秋
吉
)
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中
国
文
学
論
集

第
二
十
号

(注
。

ヘ
ン
リ
ー

・
ボ
レ
ル
:

一
八
六
九
ー

一
九
三
三
、
オ
ラ
ン
ダ
人
。

一
八
九
二
年
、
通
訳
と
し

て
中
国
に
渡
る
。

一
九

二
六
年
十

二
月
度
門

『
波
艇
』
月
刊
第

一
号

前
出

『魯
迅
全
集
』
第
三
巻

『華
蓋
集
続
編
』
所
収

三
七
〇
頁
)

ま
た
、

一
九
二
六
年
の
三

・
一
八
事
件
後
に
激
情

の
中
で
筆
を
執

っ
た

「劉
和
珍
君
を
紀
念
し
て
」
に
は
次
の
よ

う
に
記
さ
れ

て
い

る
。
私
は
自
分

の
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が
人
の
世

で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。
…

(中
略
)
…
造
化
は
、
…
こ
の
淡

い
紅

の
血
の
色
と
か
す
か
な
悲
哀
の
な
か
で
、
ま
た
人
に
し
ば
ら
く
は
生
を
楡
ま
せ
、
人
に
似
て
人
に
あ
ら
ざ
る
こ
の
世
界
を
維
持
さ

せ

る
。

(
一
九
二
六
年
四
月

『語
締
』

週
刊
第
七
四
期
)

魯
迅

の
著
作
を
辿

つ
て
い
け
ば
、
最
晩
年
に
書
か
れ
た
雑
感
文

「
死
」
(B
)に
至
る
ま
で
随
所

に
そ
の
陰
影
を
求

め
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
。
そ
し
て
そ
こ
に
表
出
さ
れ
た
魯
迅
の
現
実
認
識
は
、
形
態
の
差
こ
そ
あ
れ
徐
玉
諾
の
現
実
認
識
に
も
似
通

つ
て
お
り
、

こ
の

こ
と
は
魯
迅
が
徐
玉
諾
に
注
目
し
た
意
味
を
考
察
す
る
上
で
の

一
つ
の
ヒ
ン
ト
を
我
々
に
提
示
し
て
い
る
。
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五

冒
頭

の
引
用
文
に
も
言
及
さ
れ
る
よ
う
に
、
魯
迅
は

「郷
土
文
学
」
の
実
践
的
な
開
拓
者

で
あ
り
、
そ
の
小
説
の
多
く
は
よ
く
知
ら

れ
る
よ
う
に

「
魯
鎮
」
を
舞
台
と
し
た
農
村
小
説
、

つ
ま
り
郷
土
小
説
で
あ

つ
た
。
こ
の
よ
う
に
自
覚
を
持

っ
て
中

国
の
現
実
、
農
村

を
描
く

こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
た
魯
迅
は
、
見

て
来
た
よ
う
に

一
九
二
○
年
代
初
頭
に
は
陸
続
と
農
村
小
説
を
発
表

し
て
い
た
徐
玉
諾

に
注

目
し
た
が
、
そ
れ
と
同
様
に
、
下

つ
て
二
〇
年
代
中
期
以
降
次
々
と
新
し
く
台
頭
し
て
き
た
若

い
郷
土
作
家
た
ち
に
対
し
て
も
終

始
暖

か
い
目
を
向
け
、
支
援
を
送
り
続
け
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
当
時
の
若
い
郷
土
作
家
許
欽
文
は
そ
の
回
想
集

『
欽
文
自
伝
』

に

お
い
て
こ
う
述

べ
て
い
る
。

『
故
郷
』
は
私
の
処
女
作

で
あ
る
。
…

(中
略
)
…
こ
の
書
名
は
魯
迅
先
生
に
よ

つ
て
決
定
さ
れ
た
。
な
ぜ

な
ら
そ
れ
は
彼
に

よ

っ
て

『
烏
合
』
叢
書
の
第

二
と
し
て
編
集
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。



(
一
九
三
六
年
十

一
月

『
欽
文
自
伝
』

一
九
八
六
年
、
人
民
文
学
出
版
社
刊

六

一
頁
)

許
欽

文
の
第

一
小
説
集

『故
郷
』
に
つ
い
て
は
魯
迅
自
身
が

『
中
国
新
文
学
大
系
』

「
小
説
二
集

・
導
言
」
の
中

で
評
価
し
て
い
る

(41
)が
、

そ
れ
は
魯
迅
が
み
ず
か
ら
逐

一
目
を
通
し
た
上
で
出
版
自
体
に
も
関
わ

っ
た
も

の
で
あ

っ
た
(巧
)。
同
様
の
事

例
は
、

や
は
り

後
に
郷

土
作
家
と
称
さ
れ
る
台
静
農
と
の
交
流
に
お

い
て
も
見
出
せ
る
。
次
に
挙
げ
る
の
は
魯
迅
の
台
静
農
宛
書
簡

か
ら
の
抜
粋

で
あ

る
。
あ
な
た
の
小
説
、
読
み
お
え
て
、
昨
日
、
郵
送
し
ま
し
た
。
す
べ
て
使
え
ま
す
。

(
一
九
二
八
年
二
月
二
十
四
日

「致
台
静
農
」

前
出

『
魯
迅
全
集
』
第
十

一
巻

六
〇
九
頁
)

魯
迅

の
校
閲
を
経
て
、
台
静
農
の
第

一
小
説
集

『
地
之
子
』
は
未
名
叢
書

の

一
冊
と
し
て
上
梓
の
運
び
と
な
る
の
で
あ
る
。
若
い
郷

土
作
家

た
ち
が
必
ず
し
も
許
欽
文
や
台
静
農
の
よ
う
に
直
接
的
な
指
導
を
受
け
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
当
時

の
先
鋭
的
な
雑
誌

『新
青
年
』
や

『新
潮
』
、

『
農
報
』
な
ど
に
掲
載
さ
れ
る
魯
迅
の
作
品
に
刺
激
を
受
け
て
筆
を
執

っ
た
青
年
た
ち
が
多
く
い
た
で
あ

ろ
う
こ
と
は
疑
い
な
い
。
ま
た
、
魯
迅
が
北
京
大
学
で
講
義
し
て
い
た

『
中
国
小
説
史
略
』
の
学
生
の
中
に
、
将
来

の
郷
土
作
家
た
ち

が
何
人
も
含
ま
れ
て
い
た
(61
)こ
と
も
見
逃
せ
な
い
事
実
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
若
い
郷
土
作
家
が
魯
迅
か
ら
影
響
を
受
け
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
多
く
指
摘
が
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か

し
そ
の
逆
の
、
こ
れ
ら
若

い
郷
土
作
家
か
ら
魯
迅

へ
の
影
響
に

つ
い
て
は
、
あ
ま
り
論
ぜ
ら
れ
て
は
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
だ
が
、
同

じ
郷
土
作
家
と
し
て
魯
迅
も
ま
た
彼
ら
に
啓
発
さ
れ
多
く
を
吸
収
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、

こ
こ
で
改
め
て
考
え
て
み
る
必
要
が

あ
る
。
一
九

二
四
年
に
発
表
さ
れ
た
魯
迅
の
短
編
小
説

「
幸
福
な
家
庭
」
は
、

一
九

二
三
年
九
月
九
日
に

『
農
報
副
刊
』

に
掲
載
さ
れ
た
許

欽
文
の
小
説

「
理
想

の
伴
侶
」
に
擬
え
て
書
か
れ
た
。
そ
れ
は
魯
迅
自
身
が
そ
の
附
記
の
中
で
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
こ
と
か
ら
明

瞭

に
な
る
。
幸
福
な
家
庭

ー

許
欽
文
に
擬
す

附

記
:
私
は
去
年
、

『農
報
副
刊
』

で
許
欽
文
君
の

「
理
想
の
伴
侶
」
を
読
ん
で
、
ふ
と
、
こ
の

一
篇

の
大
意

を
思
い
つ
い
た
。

そ
し
て
彼
の
筆
法
を
用
い
て
書
く
の
が
ふ
さ
わ
し
い
と
思

っ
た
。

「郷
土
文
学
」
作
家
と
し
て
の
魯
迅
と
徐
玉
諾

(秋
吉
)
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中
国
文
学
論
集

第
二
十
号

二

九
二
四
年
三
月

『
婦
女
雑
誌
』
第
十
巻
第
三
号
)

た
だ
、
魯
迅
が
こ
の
よ
う
に
い
つ
も
影
響
さ
れ
た
こ
と
を
言
明
し
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。
郷
土
作
家
と
し
て
冒
頭
の
資
料
に
も
名

前
の
見
え
る
葉
紹
鉤
の
小
説

「
こ
れ
で
も

一
人
の
人
間
?

(這
也
是

一
個
人
?
)」
は
、

一
九

一
九
年
三
月
、
雑
誌

『
新
潮
』

一
巻
三

号
に
掲
載
さ
れ
た
。
同
年
四
月
に
魯
迅
は
同
誌
編
集
で
あ

っ
た
傅
斬
年
に
次
の
よ
う
に
書
き
送

つ
て
い
る
。

『新
潮
』

の

「
雪
の
夜
」

「
こ
れ
で
も

一
人
の
人
間
?
」

「
愛
情
か
苦
痛
か
」
…
は
、
い
ず
れ
も
い
い
も
の
で
す
。
上
海
の
小
説

家

は
夢
に
も
思

い
つ
き
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
や

っ
て
い
け
ば
、
創
作
に
希
望
が
持
て
ま
す
。

(対
於

《新
潮
》

一
部
分
的
意
見
」

一
九

一
九
年
五
月

『
新
潮
』
第

一
巻
第
五
号
)

こ
の
記
述
は
、
魯
迅
が
葉
紹
鈎

の
こ
の
小
説
を
発
表
当
初
か
ら
高
く
評
価
し
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ

る
が
、
既
に
指
摘

さ
れ

る
(71
)よ
う
に
、
そ
れ
に
後
れ
る
こ
と
五
年
、

一
九

二
四
年

に
書
か
れ
た
魯
迅
の
小
説

「
祝
福
」
は
、
こ
の

「
這
也
是

一
個
人
?
」

を
下
敷
き
と
し
て
発
展
さ
ぜ
た
も

の
で
あ

っ
た
。
こ
こ
に

「
這
也
是

一
個
人
?
」
の
梗
概
を
挙
げ
、
具
体
的
に

「
祝
福
」
と
の
共
通
点

を
見

て
み
よ
う
。

彼
女
は

一
匹
の
動
物
の
よ
う
に
生
ま
れ
育
ち
、
十
五
の
時
、
養
育
費
が
か
さ
む
と
い
う
理
由
で
嫁
に
出
さ
れ
た
。

子
を
生
ん
だ
が
、

悪
条
件
の
下
す
ぐ
に
死
に
、
家
の
者

の
虐
待
は
更
に
ひ
ど
く
な

つ
た
。

つ
い
に
彼
女
は
脱
走
を
図
り
、
街

へ
出
て
女
中
と
し
て
働
く

こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
の
生
活
は
、
打
た
れ
も
罵
ら
れ
も
せ
ず
幸
福
だ

っ
た
が
、
た
だ
、
い
つ
も
死
ん
だ
子
供
の
こ
と
を
悲
し
ん
で
い
た
。

あ

る
日
、
偶
然
に
元
の
村
の
人
間
に
出
く
わ
し
、
義
父
が
連
れ
戻
し
に
や

っ
て
来
る
。
雇
主
の
夫
婦
が
何
と
か
助
け
よ
う
と
す
る

が
、
結
局
な
す
す

べ
も
な
く
、
夫
の
病
死
の
報
せ
と
共
に
連
れ
帰
ら
れ
て
し
ま
う
。
帰

っ
た
彼
女
は
、
夫
の
葬
儀
を
出
す
為

に

す
ぐ
に
売
ら
れ
て
い

つ
た
と
言
う
。
彼
女
は
も
と
も
と

一
頭
の
牛
と
何
ら
変
わ
ら
な
い
の
だ
。

(傍
線
秋
吉
)

こ
の
小
説
の
主
人
公
で
あ
る
女
性
の
形
象
は
、

「
祝
福
」
の
祥
林
捜
を
彷
彿
さ
せ
、
ま
た
、
傍
線
を
付
し
た
箇
所

は

ス
ト
ー
リ
ー
の

展
開
が
見
事
に
重
な
り
合
う
。
魯
迅
の
郷
土
小
説

「
祝
福
」
は
、
第

二
小
説
集

『
彷
裡
』
の
巻
頭
に
配
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
第

一

小
説
集

『
晒
戚
』

に
収
め
ら
れ
た

一
連

の
作
品
を
発
表
し
た
後
、

一
年
半
と
い
う
か
な
り
の
空
白
期
間
を
経
て
か
ら
書
き
出
さ
れ
た
も

の
で
あ

つ
た
。
こ
の
空
白
期
間
に
つ
い
て
は
、
魯
迅
の
作
家
と
し
て
の
迷
い
、
行
き
詰
ま
り
と
い

っ
た
指
摘
も
あ
る
(81
〉が
、
空
白
開
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け
の
最
初
に
書
か
れ
た

「
祝
福
」
が
他
作
か
ら

の
影
響
を

こ
れ
ほ
ど
ま
と
も
に
受
け
て
い
た
こ
と
は
、
そ
の
説

の
傍
証
に
な
る
か
も
し

れ
な
い
。
そ
し
て
こ
こ
で
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、
そ
の
よ
う
な
魯
迅
が
選
び
取

っ
た
の
が
や
は
り

『
晒
減
』
以
来
書
き
継
い
で
き
た

郷
土
文
学
だ

っ
た
こ
と

で
あ
り
、
更
に
実
際
の
執
筆
に
当

っ
て
は
若
い
郷
土
作
家
の
創
作
を
参
考
に
し
、
彼

の
作
品

の
中
に
溶
か
し
込

ん
で
い

っ
た
と
い
う
魯
迅
の
態
度
で
あ
る
。

徐
玉
諾
も
ま
た
魯
迅
に
影
響
を
与
え
た

一
人

で
あ

っ
た
。
先
に
挙
げ
た
許
欽
文
や
台
静
農
は
、
当
時
魯
迅

の
傍
に
在

っ
て
か
な
り
親

し
く
往
来
が
あ

っ
た
作
家

で
あ
る
が
、
面
識
も
な
く
、
遠
く
離
れ
た
河
南

の
地
か
ら
投
稿
し
て
来
る
田
舎
者

の

一
青
年
徐
玉
諾
に
何
度

も
手
紙
を
書
き
送
り
、

「
自
分
が
序
文
を
書
き
援
助
す
る
か
ら
小
説
集
を
出
し
て
み
な
い
か
」
と
熱
心
に
勧
め
た
と

い
う
魯
迅
の
行
為

か
ら
、

こ
の
若
者
の
作
品
に
描
か
れ
た
世
界
が
魯
迅
に
い
か
に
強
い
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
か
想
像

に
難
く
な
い
。

こ
こ

で
徐
玉
諾
と
魯
迅
の
小
説
発
表
状
況
、
そ
れ
に
二
人
の
接
触

の
時
期
に
再
度
注
目
し
た
い

(
68
頁
附
表
参
照

)。
魯
迅
が
徐
玉

諾
に
小
説
集
出
版
を
勧
め
て
い
た

一
九
一
=

年
末
か
ら

二
二
年
初
め
に
か
け
て
の
時
期
は
、
ち
ょ
う
ど
魯
迅
の

「
阿
Q
正
伝
」
執
筆

(『
農
報
副
刊
』
連
載
)
の
時
期
と
重
な

つ
て
い
る
。
偶
然
に
も
魯
迅
は
徐
玉
諾

の
小
説
発
表
に
呼
応
す
る
か
の
よ
う

に
、

「
故
郷
」

発
表
以
来
途
絶
え
て
い
た
小
説
の
筆
を
再
び
手
に
し
、
そ
し
て

「阿
Q
正
伝
」
の
執
筆
に
取
り
組
み
な
が
ら
も
、

一
方
で
徐
玉
諾
に
手

紙
を
書
き
送

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
魯
迅
の
代
表
的
な
郷
土
小
説

「
阿
Q
正
伝
」
が
徐
玉
諾
の
作
品
に
触
発
さ
れ
て
書
か
れ
た
な
ど
と

簡
単
に
推
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
少
な
く
と
も
、
当
時
魯
迅
の
脳
裏
で
徐
玉
諾
と
い
う
若

い
郷
土
作
家

の
こ
と
が
強
く
意
識
さ

れ
て
い
た
事
実
は
看
過
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
。

「79一
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一
九

二
○
年
代
の
文
壇
に
お
い
て
、
こ
の

「郷
土
文
学
」

の
勃
興
は

一
体
如
何
な
る
意
義
を
有
し
て
い
た

の
で
あ

ろ
う
か
。
当
時
の

文
壇
を

回
想
し
て

「郷
土
文
学
」
を
評
価
し
た
魯
迅
の
次

の
言
葉
に
そ
れ
は
端
的
に
語
ら
れ
て
い
る
。

恋
愛

の
悲
喜
、
都
会
の
明
暗
を
争

つ
て
書

い
て
い
た
当
時
、
田
舎
に
お
け
る
生
と
死
、
土
の
息
吹
き
を
紙

の
上

に
移
し
た

(魯
迅

「『
中
国
新
文
学
大
系
』
第
四
集

(小
説
二
集
)

・
導
言
」

一
九
三
五
年
七
月
、
上
海

良
友
図
書
公
司
)

「郷
土
文
学
」
作
家
と
し
て
の
魯
迅
と
徐
玉
諾

(秋
吉
)



中
国
文
学
論
集

第
二
十
号

魯
迅

の
言
葉
に
み
え
る
よ
う
に
、
当
時
中
央
の
文
壇
で
は
都
会

の
知
識
人
の
生
活
を
描
い
た
作
品
が
多
く
、
中
国

の
大
部
分
を
占
め

る
農
村
、

つ
ま
り
社
会
の
底
辺
を
生
き
る
人
間
の
生
活
を
反
映
し
た
よ
う
な
作
品
は
蓼

々
た
る
も
の
で
あ

っ
た
。
当
時

『
小
説
月
報
』

主
編

の
任
に
あ

っ
た
茅
盾
が
、

一
九
二

一
年
の
四
、
五
、
六
月

の
応
募
作
品
を
分
類
し
た
統
計
か
ら
も
そ
の
状
況
が
窺
い
知
れ
よ
う
。

す

で
に
手
許
に
あ
る
材
料
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
大
体
以
下
の
数
種
類
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
A
)
男
女
の
恋
愛
を
描
い
た
も
の

(
七
十
篇
以
上
)

(
B
)
農
民
の
生
活
を
描
い
た
も
の

(
八
篇
)

(
C
)
都
市
労
働
者

の
生
活
を
描
い
た
も
の

(
三
篇
)

(
D
)
家
庭
生
活
を
描
い
た
も

の

(九
篇
)

(
E
)
学
校
生
活
を
描
い
た
も

の

(
五
篇
)

(
F
)

一
般
社
会

の
生
活
を
描
い
た
も
の

(
二
十
篇
前
後
)

・
(中
略
)
…

現
在
の
創
作
界
に
対
す
る
私
の
モ
ッ
ト
ー
は

「民
間

へ
行
け

(原
文

=
到
民
間
去
)」

で
あ
る
。

(茅
盾
「
評
四
五
六
月
的
創
作
」

一
九

二

一
年

八
月

『小
説
月
報
』
第

十
二
巻
第
八
号
)

こ
う

し
た
状
況
に
危
機
感
を
覚
え
た
都
会
の
作
家
た
ち
に
よ

つ
て
提
唱
さ
れ
た
の
が
、
茅
盾
の
文
章
の
最
後
に
見
え
る

「
民
間

へ
行

け
」
の

ス
ロ
ー
ガ

ン
で
あ

っ
た
(91
)。
そ
し
て
こ
の

「
民
間

へ
行
け
」

の
ス
ロ
:
ガ
ン
が
高
ら
か
に
叫
ば
れ

て
い
た
北
京
に
初
め

て
出

て
来
た
徐
玉
諾
は
、
次

の
よ
う
な
詩
を
残
し
て
い
る
。

「小
詩

=

こ
の
争

っ
て
驕
奢
を
追

い
求
め
る
世
界

の
中
で
、

に
わ
か
に

「
民
間

へ
行
け
」
と
高
ら
か
に
声
明
す
る
者
が
あ
る
、

我

々
は
彼
ら
の
厚
意
に
と

て
も
感
謝
し
て
い
る
、

だ

が
、
我

々
の
兄
弟
た
ち
は

も
と
も
と
皆

「
民
間
か
ら
来
た
」
の
だ
。

一80「



(
一
九
二
一二
年
六
月

『小
説
月
報
』
第
十
四
巻
第
六
号
)

徐

玉
諾
は
根
底
か
ら
民
間
す
な
わ
ち
農
村
に
立
脚
し
た
作
家
で
あ

っ
た
。
徐
玉
諾
や
魯
迅
に
続
く
後
進
の
い
わ
ゆ
る

「郷
土
」
作
家

た
ち
は
、
都
会
の
中
央

の
文
壇
に
身
を
置
き
な
が
ら
体
験
や
回
想
に
基
い
て

「
郷
土
」
を
書
き
綴

っ
て
い
た
が
、

こ
れ
に
対
し
、
徐
玉

諾
は
河
南
の
田
舎
に
あ

っ
て
郷
土
の
現
実
を
直
接
に
写
し
出
し
、
そ
こ
に
は

「
生
と
死
」

の
現
出
す
る
凄
ま
じ

い
世
界
が
描
か
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。
や
は
り
都
市
作
家

の

一
人
で
あ

っ
た
魯
迅
が
徐
玉
諾
の
作
品
に
強
く
魅
か
れ
た
意
味
を
考
え
る
時
、
見
て
来
た
よ
う
に

「
死
」
や

「
鬼
」

の
世
界
の
共
有
と
い
っ
た
要
素
も
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
徐
玉
諾
が
、
魯
迅
自
身
も
持
ち
得
な
か

っ
た
真
の

「郷

土
文
学
」
作
家
と
し
て
の
資
質
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

冒

頭
の
資
料
に
見
え
る
よ
う
に
、
中
国
近
代
文
学
史
上
、

「郷
土
文
学
」
の
枠
の
中
に
埋
も
れ
て
し
ま

っ
て
い
る
無
名
作
家
、
徐
玉

諾
。

こ
の
作
家
に
光
を
当
て
る
こ
と
は
、
彼
の
小
説
集
を
出
版
し
よ
う
と
し
て
遂
に
果
し
得
な
か

っ
た
魯
迅

の
意
志
を
は
か
ら
ず
も
表

明
す
る
こ
と
に
な
る
と
私
に
は
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

注
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●

1

厳
家
炎
著

『
中
国
現
代
小
説
流
派
史
』

(
一
九
八
九
年
、
人
民
文
学
出
版
社
刊
)

「第

一
章

魯
迅
、
文
学
研
究
会
影
響
下
的
郷

土
文
学
」
等
参
照
。

2

小
論
で
は
特
に

「
郷
土
文
学
」
に
位
置
付
け
ら
れ
る
徐
玉
諾
の
小
説
に
焦
点
を
絞

っ
て
考
察
し
た
。

3

例
え
ば
、
徐
玉
諾
作
品
の
集
大
成
と
も
言
え
る

『
徐
玉
諾
詩
文
選
』

(
一
九
八
七
年
、
人
民
文
学
出
版
社
刊
)
に
附
さ
れ
た
劉
枕

・

劉
済
献

「徐
玉
諾
和
他
的
創
作
」
を
始
め
と
し
て
総
体
的
に
彼

の
作
品
を
積
極
評
価
し
た
も
の
は
殆
ど
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
徐
玉

諾
評
価
の
歴
史
を
遡
れ
ば
、
決
定
的
な
影
響
を
与
え
た
の
は

一
九
三
五
年
、
茅
盾
の

『
中
国
新
文
学
大
系
』

「小

説

一
集

・
導
言
」

で
あ
り
、
共
和
国
成
立
後
、
王
瑠

の

『
中
国
新
文
学
史
稿
』

(
一
九
五

一
年
、
開
明
書
店
刊
)
に
お
け
る
記
述
を

経
て
、
冒
頭
の
引

用
文
に
見
え
る
よ
う
な
評
価
が
定
着
す
る
。

4

新
聞
記
事
は
か
つ
て
河
南
省
文
連

で
徐
玉
諾
と
同
僚
で
あ

っ
た
簗
星
氏
が
、
徐
玉
諾

の
残
し
た
詩

「
始
終
対
不
起
他

=

懐
念
魯

「郷
土
文
学
」
作
家
と
し
て
の
魯
迅
と
徐
玉
諾

(秋
吉
)



中
国
文
学
論
集

第
二
十
号

迅
先
生
」
を
も
と
に
魯
迅
と
徐
玉
諾
の
関
係
や
当
時
の
回
想
を
綴

っ
た
も
の
。
引
用
箇
所
は
そ
の
詩
に
狭
み
込
ま
れ
た
徐
玉
諾
自
筆

の
附
記
で
あ
る
。
原
詩
は
次
の
通
り
:

「収
拾

《
良
心
》
作
長
序
、
/
重
托
伏
園
伝
心
意
;
/
恨
我
伯
名
娩
拒
絶
、
/
事
後
才
知
対

不
起
○
/
北
京
生
活
真
不
易
、
/

"責
身
広
告
"
無
消
息

;
/
忽
伝
指
示
上
東
北
、
/
叫
我
愛
羅
回
国
去
。
/
愛
羅
誼
呪

《狭
的
籠
》
、

/
魯

迅
対
他
起
同
情
.
/
愚
策
無
過
是
玉
諾
、
/
享
負
先
生

一
片
心
。」

5

一
九
二

一
年
五
月
に
日
本
政
府
よ
り
国
外
追
放
命
令
を
受
け
中
国
に
渡

っ
た

エ
ロ
シ
ェ
ン
コ
は
、
魯
迅
翻
訳

『
エ
ロ
シ

ェ
ン
コ
童

話
集
』

(文
学
研
究
会
叢
書
、

一
九
二
三
年
七
月
)
の
出
版
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
当
時
の
文
壇
を
か
な
り
賑
わ
ぜ
て
い
る
。
彼

の
作

品
と
中
国
で
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
高
杉

一
郎
編

『
エ
ロ
シ
ェ
ン
コ
全
集

(
1
～
Ⅲ
)』

(
一
九
五
九
年
、
み
す
ず
書
房
刊
)、

藤
井
省

三
著

『
エ
ロ
シ

ェ
ン
コ
の
都
市
物
語
』

(
一
九
八
九
年
、
み
す
ず
書
房
刊
)
に
詳
し
い
。

6

魯

迅
が
徐
玉
諾
に
小
説
集
出
版
を
勧
め
た
時
期
に
つ
い
て
は
、

一
九
二
一二
年
と
す
る
説
が

一
般
的
で
あ
る
。
引

用
文
の
筆
者
簗
星

氏
も

こ
の
記
事

の
最
後

で

一
九
二
一二
年
説
を
打
ち
出
し
、
ま
た

『
中
国
文
学
家
辞
典

(現
代
第

二
分
冊
)』

(
一
九
八
二
年
、
四
川

人
民

出
版
社
刊
)
に
も
明
記
さ
れ
る
。
だ
が
今
回
、

こ
の
通
説
は
誤
り
で
実
は

一
九
二

一
年
か
ら
二
二
年
に
か
け

て
の
時
期
と
の
結

論

に
至

つ
た
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
文
学
史
上
の
問
題
も
含
め
て
別
稿
に
て
述
べ
た
い
。

7

魯

迅
日
記
の
上
で
は

エ
ロ
シ
ェ
ン
コ
送
行
に

つ
い
て
、
引
用
し
た

一
九
二
一二
年
の
他
に
も
う

一
箇
所

一
九
二
二
年
七
月
に
も
記
述

が
あ

る
が
、
こ
れ
は
最
終
帰
国
で
な
く

エ
ロ
シ
ェ
ン
コ
が

ヘ
ル
シ
ン
キ
で
開
催
さ
れ
た
世
界

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
大
会

に
参
加
し
た
時
の

も

の
で
あ
り
、
徐
玉
諾
と
は
関
係
な
い
。
な
お
、

一
九

二
一二
年

五
月
二
日
付

『
農
報
副
刊
』
に
掲
載
さ
れ
た

「
出
京
後
的
愛
羅
先
珂
」

の
筆
者

"J
N
"
と
は
徐
玉
諾
を
指
し

(「
周
作
人
日
記

・
一
九
二
一二
年
四
月
二
十
六
日
」

に

"得
…
玉
諾
吉
林
函
。
"
と
あ
る
)、

ま
た
、
同
年
六
月

一
日
付

『
農
報
副
刊

・
文
学
旬
刊
』
掲
載
の
徐
玉
諾

の

「
小
詩
」
に
は
次

の
よ
う
な
後
記
が

附
さ
れ
て
い
る
。

「
…
長
春
下
車
、
北
風
氷
洌
、
大
雪
紛
紛
、
連
那
好
争
則
強
的
愛
羅
先
珂
先
生
、
也
顛
料
着
叫
起

「
極
冷
」
来
!
但
他
尚
幻
想
夜
鷹

在

俄

国

、

…

1

四

月

二
十

四

日
、

玉

諾

。
)

8

参
考

:
拙
稿

「徐
玉
諾
年
譜
試
稿

(上

・
下
)」

(
一
九
九
○
年
十

一
月

『
天
山
牧
歌

(詩
誌
)』
第
九
号
、

一
九
九

一
年
三
月

『
天
山
牧
歌

(詩
誌
)』
第
十
号
)

9

「
人
与
鬼
」

の
全
詩
は
以
下
の
通
り
:

「
人
生
是
鬼
的
前
程
、
/
鬼
是
人
生
的
前
程
、
/
人
的
習
慣
説
:
/

「
死
」
是
可
伯
的
、

「82一



可
悲

的
、
/

「鬼
」
是
黒
暗
的
、
陰
森
的
、
極
難
堪
的

/

一
種
戯
角
。
/
那
知
道
鬼
椚
不
是
這
様
説

:
/

「
生
」
是
可
伯
的
、

可
悲

的
、
/

「
人
」
是
黒
暗
的
、
陰
森
的
、
極
難
堪
的
ー

/

一
種
戯
角
。
/
…
…
/
由
死
鬼
到
人
生
、
/
由
人
生
到
死
鬼
、
/
中

間
只
隔
着

一
層
薄
膜

/

ー

這
是
死
鬼
和
人
生
的
祖
先
伝
給
他
椚
的
児
子
的
、
使
鬼
和
人
的
核
子
椚
都
受
他
椚
的
生
、
伯
他
椚

的
死
。
従
此
人
和
鬼
的
前
程
上
都
立
着
了

一
個
最
大
而
且
最
可
伯
的
悲
哀
。」

10

魯

迅
の
小
説
に
描
か
れ
る

「
死
」
の
形
象

に
つ
い
て
は
、
孫
立
川

(青
野
繁
治
訳
)

「魯
迅
の
小
説
中
人
物

の

『
死
』
に
関
す
る

浅
析

と
比
較
」

二

九
八
五
年
、

『
野
草
』

三
五
号
)
や
、
王
潤
華

(
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
)

「
五
四
小
説
人
物
的

"
狂
"
和

"死
"
与

反
伝
統
主
題
」

(『
文
学
評
論
』

一
九
九
〇
年
第

二
期
)
等
が
示
唆
に
富
む
。

Ⅱ

原
文
は

「
終
於
帰
結
到
伝
阿
Q
、
彷
沸
思
想
裏
有
鬼
似
的
」

で
あ
る
。

12

丸

尾
常
喜

「
阿
Q
人
名
考

「鬼
」
の
影
像
」

(
一
九
八
三
年
、
岩
波
書
店

『
文
学
』
五

一
号
)、

「
阿
Q
人
名
考
補
遺

(
六

則
)」

(
一
九
八
九
年
、

『
野
草
』
四
三
号
)、

「祝
福
と
救
済

魯
迅
に
お
け
る

「
鬼
」
」

(
一
九
八
七
年
、
岩
波
書
店

『
文
学
』

五
五
号
)
参
照
。
小
論
中
、
魯
迅
の

「鬼
」
観
に
つ
い
て
多
く
御
教
示
を
得
た
。

13

一
九
三
六
年
九
月

『
中
流
』
第

一
巻
第

二
期
。

14

魯

迅
は
こ
の

「導
言
」
の
中

で
許
欽
文
、
王
魯
彦
、
窒
先
文
の
三
人
の
作
風
を

「
郷
土
文
学
」

の
呼
称
を
用
い
て
明
確
に
規
定
し

て
い
る
。

15

『
故
郷
』

の
出
版
に

つ
い
て
は
、

『
魯
迅
書
簡
』

一
九
二
五
年
九
月
三
十
日
付
、
同
年
十

一
月
八
日
付

「
致
許
欽
文
」

の
中
で
言

及
さ
れ
て
い
る
。

16

彰
定
安

・
馬
蹄
疾
編
者

『魯
迅
和
他
的
同
時
代
人

(
上

・
下
)』

二

九
八
五
年
、
春
風
文
芸
出
版
社
刊
)
等
参

照
.

17

牧
戸
和
宏

「
五
四
小
説
に
見
ら
れ
る

〈
私
〉
像
」

二

九
七
二
年
、

『
野
草
』

八
号
)、
張
鉄
栄

「相
似
的
故
事

不
同
的
風
格

ー

浅
談
葉
紹
鈎
的

《
這
也
是

一
個
人
》
与
魯
迅
的

《祝
福
》
」

(『
文
科
数
学
』

(烏
盟
師
専
)

一
九
八

一
年
第

一
期
)
等
。

18

吉

田
富
夫

「魯
迅

「
野
草
」
論
」

二

九
六
二
年
、
京
都
大
学

『中
国
文
学
報
』
第
十
六
冊
)。

19

一
九

二
○
年
七
月

二
日
付

『農
報
副
刊
』
に
掲
載
さ
れ
た
周
作
人
訳
石
川
啄
木

の

「
無
結
果
的
議
論
之
後

(は

て
し
な
き
議
論
の

後
)
」

に

「
民
間

へ
行
け
」
の
言
葉
が
見
え
て
い
る
。
な
お
、

こ
の
詩
は
下

つ
て

一
九

二

一
年
八
月

『
新
青
年
』
九
巻

四
号
掲
載
の

「郷
土
文
学
」
作
家
と
し
て
の
魯
迅
と
徐
玉
諾

(秋
吉
)

一83一



中
国
文
学
論
集

第
二
十
号

周
作
人

「
雑
課

日
本
詩
三
十
首
」

の
冒
頭
に
挙
げ
ら
れ
た
。
今
、
啄
木
の
原
詩
よ
り
引
用
す
る
。

「
は
て
し
な
き
議
論
の
後
」

(
『
創
作
』
明
治
四
十
四
年

二

九

一
一
年
)
七
月
号
第
二
巻
第
七
号
初
収
、

『
啄
木
全
集
』
第

二
巻

(詩
集
)

一
九
六
七
年
、
筑

摩

書
房
刊

一
七
六
頁
)

「
我
等
の
且

つ
読
み
、
且
つ
議
論
を
闘
わ
す

こ
と
、
/
し
か
し
て
我
等
の
眼
の
輝
け
る
こ
と
、
/
五
十
年
前
の
露
西
亜
の
青
年
に

劣

ら
ず
。
/

我
等

は
何
を
為

す

べ
き

か
を
議

論
す
。
/

さ
れ

ど
、
誰

一
人
、
握

り
た

る
拳

に
卓
を

た

》
き

て
、
/

「
V

N
A
R
O
D
!

」
と
叫
び
出
つ
る
者
な
し
。
…
」

(注
。
V
 
n
a
r
o
d
(
ロ
シ
ア
語
)
T
o
 
t
h
e
 
P
e
o
p
l
e
;
 
b
e
 
t
h
e
 
P
e
o
p
l
e
.

周
作
人
は

「
到
民
間
去
」
と
訳
し
て
い
る
。
)

〈追

記
〉

小
論
は
、

一
九
九

一
年
五
月
に
九
州
大
学
で
開
催
さ
れ
た
平
成
三
年
度
九
州
中
国
学
会
大
会
の
口
頭
発
表
に
基
く
も
の
で

あ
る
。
な
お
、
引
用
文
は
、
魯
迅
の
著
述
に
つ
い
て
は

一
九
八
四
～
八
六
年
学
習
研
究
社
刊

『
魯
迅
全
集
』

に
依

り
、
そ
れ
以
外
は

筆
者

の
拙
訳
で
あ
る
。
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